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は
、
「
個
々
の
一
畢
故
事
例
の
多

く
は
、
防
ぐ
と
と
が
で
き
た
」
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー
の

宮
本
大
輔
さ
ん
は
、
「
ス
ポ
l
y

の
第
一
歩
は
選
手
の
安
全
管

理
」
と
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
順

天
堂
大
学
准
教
授
の
鈴
木
知
幸

さ
ん
は
「
ス
ボl
y
基
本
法
が

で
き
て
も
、
そ
の
理
念
を
具
体

化
さ
せ
る
個
別
法
が
で
き
て
い

な
い
。
す
ぐ
に
何
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
が
競
技
者
保
護

法
。
新
し
く
で
き
た
ス
ポ
l
y

庁
ヘ
訴
え
て
い
き
た
い
」
と
強

調
し
た
。

コ
ー
チ
ン
グ
の
重
要
略

ス
ポ
ー
ツ
卓
改
の
多
い
競
技

が
、
柔
道
と
ラ
グ
ビ
ー
だ
。
特

に
柔
道
で
は
過
去
計
年
間
（
1

9
8
3

年
1
2
0
1
4

年
）
で

I
1
8

件
の
死
亡
事
故
が
起
き

て
い
た
。
全
一
英
連
は
事
故
を
防

げ
る
も
の
と
し
て
日
年
、
安
全

指
導
要
綱
を
改
定
。
以
後
均
年

か
ら
い
凶
年
ま
で
死
亡
事
故
は
ゼ

ロ
だ
っ
た
が
、
今
年
、
福
岡
市
の

溝口紀子さん

柔
道
を
始
め
て2
、

3

ヵ
月
の

1

年
生
部
員
が
危
険
と
さ
れ
℃

い
る
大
外
刈
り
で
頭
部
を
打
ち

死
亡
、
そ
し
て
横
浜
市
の
高
校

で
は
l

年
生
が
熱
中
症
で
死
亡

す
る
事
件
が
起
き
て
し
ま
っ

た
。基

調
講
演
を
し
た
溝
口
紀
子

さ
ん
（
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪
・
柔

道
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
、
静
岡
文
化

芸
術
大
学
准
教
授
）
は
、
コ
ー

チ
ン
グ
か
ら
事
故
を
防
む
う
と

訴
え
た
。
「
脳
し
ん
と
う
の
疑
い

が
あ
り
な
が
ら
訊
合
に
臨
ん
だ

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
羽
崎

結
弦
選
手
の
例
も
あ
る
が
、
日

本
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
美

化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
フ
ラ

ン
ス
で
は
身
体
的
リ
ス
ク
を
回

避
し
、
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
な
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
競
技
に
臨
む
こ

と
が
第
一
と
さ
れ
て
い
る
。
柔

道
や
ラ
グ
ビ
ー
で
は
脳
し
ん
と

体
育
授
業
や
部
活
動
な
ど
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
に

起
因
す
る
青
少
年
の
事
故
が
後
を
絶
た
す
、
ま

た
、
ス
ポ
ー
ツ
現
場
に
お
け
る
暴
力
ゃ
い
じ
め
、

各
種
八
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
線
深
い
社
会
問
題
と
し

て
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
忽
中
、
こ
の
ほ
ど

「
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
安
全
推
進
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
、
四
月
り
目
、
都
内
で
設
立
総
会
と
基
調
講

演
が
行
な
わ
れ
た
。

同
会
は
ス
ポl
y
指
神
者
、

教
育
関
係
者
、
医
療
従
事
者
、

法
律
関
係
者
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

ト
レ
ー
ナ
ー
な
ど
の
専
門
家
が

ス
ポ
l
y
安
全
の
知
識
や
情
報

を
提
供
す
る
と
と
で
、
①
ス
ボ

1
Y
の
安
全
で
適
切
な
指
導
方

法
の
提
案
②
ス
ポl
y
現
場
に

お
け
る
暴
力
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
排
除
③
ス
ポ1
Y
事
故
に
遭

っ
た
人
、
そ
の
家
族
へ
の
問
題

解
決
を
図
る
た
め
の
支
援
ー
ー

な
ε
の
活
動
を
予
定
し
て
い
る
。

初
代
会
長
に
就
任
し
た
の

は
、
長
野
県
松
木
市
の
海
田
佳

子
さ
ん
（
叩
面
に
関
連
記
事
）
。

7

年
前
、
柔
道
教
室
で
当
時
小

I
l
l
i

－

1J
学
生
の
揮
田
さ

v

日
…
い
畑
一ん
の
息
子
が
指

を

ル
／

U
《
川
一

燦
’

A
一
円
／杭－
狩世導
者
に
投
げ
ら

m
J

川
一m
一
一
四
一
側

四
れ
、
重
い
障
害

札

’
〆
一
向
＼…抑
制
山
一が
残
っ
た
。
惇

樹
｝
折
レ

＼

一
円
散
型
田
さ
ん
は
「
知

で
た
サ

J
川
崎
競
納
一

4
J

＼
プ
？

j

一
識
や
情
報
の
共

明
司
断
比

＼
ι／
炉
端
一

2

1
T

詰
童
相＼
）一
／
州
問
一
有
こ
そ
が
安
全

釦
今
回ノ
別
主
主
一
一勧
轍
一
の
確
立
に
つ
な

：
一
帯
ι

一
容
の

一F
バ
一
一引
船
団
一

山
川／危
ル＼
＼卸
端
つ
に
～
一
町
村一が
る
と
確
信
し

ン

i

w

蜘
姉
／
九
＼
開
制

一て
い
る
」
と
述

N
M
Jl
競
朝
／そ
蜘
綴
制一ベ
た
。
ま
た
、

汚
ゐ

／
＼

中
／

鉱
納

一脳
外
科
医
で
ス

1

＼
，

／
＼

、

ン

制
時
加

一

氏

一
漣
／
一
ヘ
、
糊

J
肺
制
服
一
ポly
ド
ク
タ

朝
省
、
、
い
よ
品
丁
で
も
あ
る
野

／

L

地
雅
人
さ
ん

内田良さん

う
の
プ
ロ
ト
コ
ル
（
安
静
期

間
）
は
策
定
さ
れ
た
が
、
エ
ピ

デ
ン
ス
（
証
言
）
を
集
め
、
競

技
の
垣
根
を
趨
え
た
策
定
が
必

要
で
、
そ
の
上
で
指
導
者
の
意

識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
」
と

し
た
。

続
い
て
講
濁
し
た
内
問
良
さ

ん
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
准
教

授
）
は
、
学
校
の
体
育
祭
な
ど

で
行
な
わ
れ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や

タ
ヲ
ー
を
つく
る
組
体
操
に
つ

い
て
問
題
視。
「皆
で
つ
く
り
上

げ
る
と
い
う
苑
足
感は
分
か
る

が
、
崩れ
た
と
き
に
け
が
を
す

る
こ
と
を
想
像
して
ほ
し
い
。

争
う
よう
に
巨
大
化
・

高
層
化

し
て
い
る
学
校は
問
題で
、
学

校
と
教
師の
自
己
満
足
で
あ

り
、
教
育
と
し
て
理
解
に
苦
し

む
」
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
内

田
さ
ん
は
、
「
け
が
を
仕
方
の
な

い
も
の
と
せ
ず
、
事
故
に
向
き

合
お
う
」
と
し
、
公
的
問
題
と

し
℃
の
解
決
を
訴
え
、
馳
浩
文

科
相
に
組
体
操
の
段
数
制
限
を

求
め
る
た
め
の
署
名
活
動
を
開

始
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

(m
) 

について国民に言い訳するための検証に嬢
小 （わいし ょ う）化されているJ と声明を
発表した。 東日本大震災からの復興やコン
パク卜さを訴えながら勝ち取った五輪が、

それとは裏腹に被災地の労働力や資材を奪
う。 さらに殻技場経営でのスポーヅ事業の
赤字をその他の文化事業で補てんするとは
本末転倒。 その数字も詐術で覆われ、裏に

は都心再開発のもくろみが隠れている。
森さんは国際オリンピック委員会の fア 川州削船時 r聞か在、・Nt.J:i\1
ジェンダ2020J に従い、既存スタジアムの I ！：ι：~~＝＇，~：.~~！；＇~~~：
改修で五輪を開催し、風致地区としての神 ｜ 刊に ·'I.<, I:•' .. 1,·,r;・伏先 .. ~＞i.柚泌総・

宮外苑を f森は森のままにJ 残し、手を付 i ’ »t~－ ... 

けないことを訴える。国家プロジz クトを
白紙撤回させた原動力、 11 人の女性の人間

ドラマも興味深い。 ( t ) 

森のなかの
スタジアム

園

t>みすず望書房
じ〉本体2400円＋税

＠森まゆみ著

『森のなかのスタジアム
新国立競技場暴走を考える』

「無責任体質Jの全貌浮き彫り

本書に記されているのは、 建築家・横文
彦さんの論文に励まされ、 2013年10月から
動きだした「神宮外苑と国立競技場を未来
へ手わたす会j の 2年間の詳細な活動記録
と、ぞれによって浮かび上がった建設計画
の f無責任体質J の全貌だ。
文科省の第三者委員会による報告が9 丹

羽目、符なわれた。これに対し、著者が共
同代表を務める［手わたす会j は、 fコスト

りを人） ' ド：℃ t'. で差！，.
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